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なぜ、EuroVelo？　

自転車で何日も旅がしたい！で
も・・・・

日本中サイクリングマップは
たくさんあるけど・・・

なぜ、つながってないの？

なぜみんな細切れ？

それにしても
サイクリングルートってど
んな基準で
決めているんだろう？

もしかして
バラバラ？

誰もが楽しめて、
誰でも安心して、

家族でサイクリングや
長めの自転車旅ができる
ルートやマップがあればよ

いのに・・・

サイクリングロードはたくさんあるの
に、なんでみんなロードバイク？
ママチャリとか
家族みんなでは楽しめないの？



なぜEuroVeloか　　　もしも・・・・　 　　

日本中がサイクリングルートでつながって

ロードバイクだけでなくいろんな自転車で楽しめて

同じ評価基準でサイクリングルートが作られて

いたら、きっと大人も子供もだれもが安心して

サイクリングを楽しめるようになる

一部の人だけでなく
いろんな人が

もっとサイクリングを楽しみ、
自転車旅を楽しみ、

日本だけでなく、海外からも
サイクリストが訪れるようになれば、

サイクルツーリズムはもっと
地方経済にも環境にも
貢献できるのではないか

EuroVeloネットワークのように、日本でも １つの評価基準のもと、

誰もがいろんな自転車で、場所で、自転車旅や家族サイクリングを楽しめるように、

日本中をサイクリングネットワークでつなげて「 JapanVelo」を作りたい



<以下をミッションとします >
1. グローバル水準の客観的評価手法を用い、日本サイクル

ルートを評価・認定し、ルートとその周辺情報を発信するこ

とで、国内外のサイクリストを誘致し、地方経済に貢献しま

す。

2. Japan Velo整備で、自転車に乗れる日本国内5,800万人

もの方々に自転車をレジャーとして楽しんでいただけるよ

うな安全で快適な走行環境を作っていくことを目指しま

す。

3. Japan Velo構築で、NCRや自治体で推進されている既存

のルートにサイクリストを誘導します。

4. 地球環境とウェルビーイングに貢献します。

ECFと独占契約を結び、日本でサイクリングルートネットワーク構
築に着手しました。

エミネントパートナーズとJapanVelo

2023年12月、ヨーロッパサイクリスト連盟

(European Cyclists’ Federation, ECF)と日本

にでのEuro Veloルート評価システム導入にお

ける独占契約を結びました。

当社は、日本におけるサイクリングルートの評

価と整備提案を通じて、世界中のサイクリストが

安心して、日本に訪れ、サイクリングを楽しんで

いただけるような環境を創出することを目指して

います。

• Japan Veloは、ECFの許可を受け日本で使

用する登録商標

• 数年後にNPO組織に移行予定



Euro Veloルート評価の特徴
自転車利用者・サイクリストの目線でネットワークを構築

• 属人的でなく客観的に評価（評価アプリの使用）

• 実際に⽬転⽬を使⽬する⽬々の⽬線で整備

• ユーザー毎に情報提供：コアサイクリスト向け、レジャー派

向け、完璧な路面が必要なスポーツバイクやトレーラー愛

好者向けなど

• 様々な路面に対応：舗装、グラベルなど

どこでも同じ基準で評価

利用者はそれぞれのニーズに合

わせて自転車ルートを利用　＞　

それぞれの利用者層の利用者数

の拡大が図れる

• 路面情報のみならず、総合的に情報提供

a)観光情報　自然、文化、歴史、イベントなど

b)お役立ち情報休憩所、ホテル、食事、レンタル自転車、

荷物移送

ルートという線的な情報だけでな

く、地域の面的なネットワーク を

評価＞　走るだけでなく地域資源

にサイクリストを誘導 できる



1. ルートの連続性

法的な制限、降車の必要性、建設中、階段、川や海（自転車

を乗せられるフェリーの有無）、車しか横断できない交差点の

有無、

2. 公共交通機関とのリンク

距離、自転車積載）

3. 道路における自転車の走行性

制限速度、交通量、危険な交差点、自転車走行レーン、自転

車歩行者道、矢羽根、緑道などの道路の種類

4. 路面

舗装、グラベル、ダート、路面の穴や亀裂など

5. 傾斜

獲得標高、斜度など

上記、評価結果に従い、路面や走行距離、獲得標高などを総合

的に判断し、どのターゲット層に適したルートなの明確になる

Euro Velo ルート評価の主な項目
認定ではルートを客観的な指標に基づき評価 (アプリを使用）

Euro Velo評価項目：道路 Euro Velo評価項目：魅力度

1. 魅力的な景観、文化的・自然的な魅力、歴史的建造物、旧

道、立寄先（体験スポット、ミュージアムなど）

2. 匂い、騒音、ダスト、危険動物などの有無

Euro Velo評価項目：サービス

1. 道案内の看板、道の駅など休憩トイレスポット、自転車修理

サービスやショップの有無

2. 飲食：サイクルフレンドリーな食堂、宿泊施設、水

Euro Velo評価項目：マーケティン

グとツアー提案

1. ルートマップやルートデータの提供、観光情報センター

2. ウェブサイトなどでの情報提供

3. ルートを使用したサイクリングツアー提案



1. 欧米のサイクリストを誘致

グルーバル水準のルート認定で、 欧米からのサイクリストを誘

致しやすくなります。

2. 舗装面だけでなくさまざまな路面を評価

舗装路のみならず、現在、アドベンチャートラベル で注目を浴び

る未舗装の道路、グラベル、ダート、すべての路面を評価。

3. ロードからママチャリまで、すべての自転車利用者に対応

スポーツサイクリングを楽しむ方から、ママチャリなどを使う一般

の方々、また、障害のある方々にも対応するタンデムバイク、そ

してファミリー向けのトレーナなど、走行可能かどうかの判断が

可能になります。

4. ルート上の必要な情報を面的に入手可能

ルートのみならず、ルート上の休憩スポット、立ち寄りスポット、

自転車関連施設、現地までの交通手段、公共交通機関による

ワープなど、必要な情報を入手できます。

なぜ、Japan Veloか？　Euro Velo評価に準拠することで；

1. オーバーツーリズム に対応

日本全国津々浦々にまでルートを引くことで、都市部から地方部

に旅行客を誘導できます。

2. 通したい場所にサイクリストを誘導

地域をより深く知ってもらえる場所やお金を落としてもらえる場所

に誘導し、地域ビジネスに貢献します

3. 既存の観光、旅行関係事業の拡大 を後押し

サイクリング専門の旅行会社はもちろん、一般の旅行会社にとっ

ても、初心者用、家族用にルートを切り取ることが可能であること

から、一般客を対象としたツアーを造成できます

4. 新規ビスネスの創出と新規参入 が可能

レンタル自転車やサイクルフレンドリーな宿泊施設など、サイクリ

ング関連産業への新規ビジネス参入が可能になります

5. 他の交通手段から自転車への移行

鉄道やフェリーなど、乗客の増加

サイクリストにとってのメリット 経済的なメリット



サイクルツーリズムにおける JapanVeloの活用方法

1. インバウンドに的確に対応したコースの状況や評価を含めた情報提供

2. 国際的かつ客観的な評価基準に基づく、世界とつながるコースの自転車環境の評価 がなされた認

証されたコースを提供できる。

3. 必要な地域の面的な自転車環境の総合評価を提供する。

4. 来訪者の範疇に応じた的確な自転車環境の総合評価を含めた情報を提供する。

5. 自転車環境のみではなく、地域資源に関する面的な情報をセットで提供 する。

6. 道の駅、村の駅などを入れ込んで、それらの評価を含めて枝ネットワークの形成など範囲を拡大でき

る。

NCR評価委員である古倉宗治氏コメントから抜粋



JapanVeloネットワーク構築に向けたご参加・ご協力のお願い

1. 評価の視点や判断基準がヨーロッパと同じなので、欧米のサイ

クリストがわかりやすく安心して 、日本でサイクリングが楽しめ

るようになります。

2. EuroVeloのウェブサイトからJapanVeloまで誘引し、インバウン

ド客を誘致できます。

3. JapanVeloネットワーク開発初期にご参加いただければ、貴地

域にJapanVeloルートを造成し、独自に推進するサイクルネット

ワークとJapanVeloとを結びつけることが可能です。

4. 舗装路のみならず、砂利道などもルートに入れられますので、

ルートの開発途中でも JapanVeloネットワークに参加でき 、随

時更新し、延伸していくことが可能です。

JapanVeloネットワークにご参加いただくことで以下が可能になり

ます。

EV1ポルトガル　https://euroveloportugal.com/en/



EuroVeloJapanVeloサイトでの紹介＞インバウンドサイクリストの誘致

•日本で  EuroVelo評価を使用することを決めた理由は？

まず、ECS は、さまざまな国でルート評価の基準を提供する国際的な方法論で
す。ECS は、サイクリング スキル、体力、一般的なユーザーのニーズに応じて設
定された品質基準により、さまざまなニーズに対応できます。さらに、ECS は、交
通量や速度などの安全要因を数値的かつ客観的に評価することに基づいていま
す。
ECSを活用して日本の自転車ルートを評価することは、サイクリストの多様性へ
の対応や、日本を国際的な自転車旅行の目的地にすることに貢献できると考え
ています。さらに、このような世界基準に基づいて日本のルートを評価すること
で、海外のサイクリストに客観的でわかりやすい情報を提供し、日本のルートへ
の関心を高めることができると考えています。



JapanVelo構築へのステップ
JapanVeloウェブサイト構築へのステップ

1. JapanVeloルートのイメージを日本地図に表示（この時点では決定ルートで は
ない。

2. 自治体様のご意向や周辺施設などの立ち寄り先などを鑑み、候補ルートを決
定

3. ルート調査を実施（今回は 20～30キロほどをエミネントの負担で実施）
エミネントから貴団体に報告書をご提出

4. ご希望に応じて、JapanVelo公式サイトに掲載
※候補ルートすべて一気にではなく、例えば 20キロとか短い距離でまず調査
を行いながら、延伸していくイメージで進める

5. 最終的に全国をカバーしつつ；

6. （全国規模で、）先にご説明した EuroVelo Plannerのようなウェブサイトを構築
し、サイクリストの誘致を推進していく

7. （貴地域において、）EuroVeloの各国サイト（例ポルトガルのサイト）のように、
連携を取りながらウェブを充実させ、サイクリストの誘致を図っていく

※当面はEminent Partnersウェブに掲載し、それを貴組織・団体でご紹介い
ただく形で。



Euro Veloとは、欧州全体で27年前に正式

始動したプロジェクト。 ECF(欧州サイクリス

ト連盟）が主導。

2018年、EUが補助金制度を導入し、ルート

整備にかかる費用の75%を補助するとした

ことで、急速に整備が進み、現在では17
ルート。約93,000キロ結ぶルートとなってい

ます。

現時点でこのうちの66％が認証されており、

残り34％が、開発中、または計画中であり、

2030年に全ルートの開発を目指す。

Euro Veloとは



ECFと各国の関係
NECC　ヨーロッパに 24のNECC、NECが存在する

NECC 16カ国

(National EuroVelo Coordination Centre）
フィンランド、アイルランド、デンマーク、ドイツ、オラン
ダ、ベルギー、フランス、スペイン、スイス、オーストリ
ア、ハンガリー、スロベニア、クロアチア、セルビア、ギ
リシャ、イタリア

NEC　 8カ国

（National EuroVelo  Coordinator）
ノルウェイ、英国、ポルトガル、チェコ、スロバキア、ボ
スニア＆ヘルツエゴビナ、トルコ

※ドイツとイタリアは今年、NECCに昇格

NECC（NEC）の主な役割

1. 自国におけるユーロヴェロ・ルートの日常的な
管理責任を負う。 

• ルート・インフラの整備 
• 公共交通機関の接続改善 
• サービス

• マーケティングとプロモーション

• 利用状況のモニタリングと評価 
• 組織化／アドボカシー 

2. ユーロヴェロ全体の発展、およびユーロヴェロと
ECFの全体的な目標達成に貢献  

3. ユーロヴェロ総会を通じ、ユーロヴェロのガバナ
ンスに参画し、ユーロヴェロ理事会メンバーを
任命。

4. ECFに対し、ユーロヴェロの中央調整に関する
年会費を納入する。

NECCとNECの違いは、一言でいうと
国（資金と国内ガバナンス、国境間の調整）の

支援の有無か
→独立した国家コンソーシアムでの

取り組みかどうか



出典：EuroVelo Route Development Status Report (2023)

現17路線は、ヨーロッパ全土で92,820km（2023年調査時）
66％がサイクリング可能 な状態にある。
2030年までにユーロベロ路線の34％残りを開発予定

開発状況はわかりやすいよう色分けされて表示されている

２
％

Certified：認証済みの区間
ECFの欧州認証規格に沿っていると認
定された区間。

37
％

Developed with EuroVelo signs:
EuroVelo標識の整備された開発済み区
間

27
%

Developed: 開発済み区間
それぞれの国の基準（国・地域レベル）
に沿って標識が設置されている区間。
情報提供のウェブがある。

24
％

Under Development：開発途上の区
間。例）交通量が多い→公共交通区間
等の利用を推奨

10
％

Planning Stage：計画中の区間
インターネット上で詳細な情報が公開さ
れていない未開発の区間。危険な区間
が含まれている可能性もある。サイクリス
トは 公共交通機関の利用を推奨。

EuroVelo開発状況：最初から 100％完璧なルートである必
要はない。需要や予算に合わせて段階的に構築



EuroVeloの特徴

特徴１

Euro Veloと各国・地域のサイクルルート

と連携

さまざまな国で、造成されたナショナルサイクル

ルートや各自治体で整備開発されたルートを、

Euro Veloで大動脈のように広範囲に繋ぎ、地域

間相互でサイクリストの誘致を促進します。

特徴２

開発中のルートも整備状況を明示

認証済み、整備済み、開発中、計画中など

JapanVeloの全体像をまとめて情報提供。単体のルートではなく、

全体がどのようにつながっているのか、今後つながっていくのか

がわかる。このような視点は、特にインバウンドサイクリストのよう

に日本を大きく周遊したいと考えるサイクリストにとっては重要な要

素となる

JapanVeloもその考え方を踏襲　同様に展開予定

各地域のルートもJapanVeloと交差、一部重複させること

で、それぞれ個別の地域のサイクルルートへの誘客が望

めます。



EuroVeloルートプランナー　（ ECFが提供）
サイクリスト目線でルートを評価し、情報を提供

サイクリスト目線 の
情報が提供されている

・開発情報
・距離
・アップダウン
・走行日数
・見どころ
・歴史/文化的視点
・食事/休憩/ホテル
・公共交通へのリンク
など

スタート/ゴール地点を入力すると
開発状況、距離、高低差、立ち寄り場所、
所要日数など具体的に表示されるので、
利用者が容易に旅程を組むことが可能に
なる。



国・地方レベルで、より詳細な情報を提供　（例）ポルトガル
各国・地域と密接に連携し、詳細な情報を提供サイクリストを面的にサポート。

ヨーロッパレベルと国内レベルをつなぐ組織（ NECC：National EuroVelo Coordination Center）が存在し、欧州自転車ルート  ネットワークの成功
の鍵となっています。NECC は、それぞれの国における  EuroVelo の実施、調整、品質保証、コミュニケーションに責任を持ち、 EuroVelo と ECF 
のガバナンスと全体的な目標の達成に貢献しています。

NECC:ポルトガル

https://euroveloport
ugal.com/en/

地図、GPXデータ、その他の
情報（POI）を提供
・観光情報
・バイクショップ
・宿泊施設
・公共交通（電車・船）

https://euroveloportugal.com/en/


EuroVelo7　ルート試走　プラハからドレスデンまで

今回は
4日間
かけて
走行

1日
50～70km



EuroVelo7　サービス提供の具体例　レンタル自転車

エッセンシャル・パッケージ
個人旅行に最適
ドレスデンからプラハまで、またはその逆も可

クラシック・パッケージ  
ドレスデンのホテルからの自転車ピックアップ
サービスも付いている。

プレミアム・パッケージ  
地図、ホテル間の毎日の荷物配送、自転車ピッ
クアップなど、すべてを手配。 身軽に旅をしたい
人向け。 

https://www.cyklustrails.com/bike-tours-one-
multi-days-easy-challenging/elbe-river-tour-p
rague-dresden

https://www.cyklustrails.com/bike-tours-one-multi-days-easy-challenging/elbe-river-tour-prague-dresden
https://www.cyklustrails.com/bike-tours-one-multi-days-easy-challenging/elbe-river-tour-prague-dresden
https://www.cyklustrails.com/bike-tours-one-multi-days-easy-challenging/elbe-river-tour-prague-dresden


EuroVelo7　サービス提供例　パッケージ商品

• 含まれるもの

バイクレンタル、ヘルメット、鍵、盗難保険、バイクフィッ

テング、パニアバック、ルートナビゲーションアプリ、サイ

クルフレンドリーホテルの紹介（自分で予約する）、基本

的なメールのやり取り、旅行中のキャリーバックや荷物

などの保管、税金

• 同じ230キロを日数を変えることで難易度を変える

• 日数によって、金額が変わる

（レンタル自転車の日数が増える）

エッセンシャル・パッケージの内容



チェコの取り組み（１）　４つのユーロヴェロ

チェコ全土をカバーする基幹ルート、長距離ルート、接続ルートで構成。
上記ルートは、様々な地元の観光ルートや周回、マウンテンバイク用コースによって補完。

ユーロヴェロ・サイクリングルート（4、7、9、13）

鉄のカーテンルート（EV13）：
旧鉄のカーテンの跡地をチェコ、バイエルン、オーストリアの領土を
交互に走る

琥珀ルート（EV９）：
バルト海から南部のアドリア海まで続く

エルベ川ルート（EV7　Sun Route）：
ドイツ⇔チェコ、美しい景色、歴史、建築を楽しめ、初心者や子供も
楽しめる

ライン川・ルート（EV４）：
セントラルヨーロッパを走る。商業、歴史、文化などを感じることがで
きる

サイクルフレンドリー
ホテルを認定・紹介

サイクリスト向けに様々なサービスを展開



チェコ　2種類のサイクルルート表示

①観光トレイルルート

トレイルのサイクリング・ルートは、チェコのハイキング・トレイ
ルのマークに似ているが、白ではなく黄色のストライプが入っ
た特別な観光マークで表示。

チェコ観光クラブ（Klub českých turistů）が管理　

②舗装されたルート

一般道路、サイクリングロード、舗装された路面を走るサイク
リング・ルートは、一般的に黄色い交通標識で示され、サイク
リング・ルートの番号と最寄りの方角、距離が表示される。

チェコ全土をカバーする基幹ルート、長距離ルート、接続ルートで構成。
上記ルートは、様々な地元の観光ルートや周回、マウンテンバイク用コースによって補完。



例）ドイツの取り組み（１）　

ドイツは10本のEuroVeloルートがある。
今回走ったエルベ川沿いのEuroVelo７はサンルート

Dルート（次のスライドで説明）を介し
て、ドイツ各地域は同時にヨーロッパ
全体のユーロベロ・ネットワークに統
合されている。



ドイツの取り組み（２）　 Dルート

D-Route 1: North Sea Coast Route
D-Route 2: Baltic Coast Route
D-Route 3: European Route
D-Route 4: Mittelland-Route
D-Route 5: Saar-Mosel-Main
D-Route 6: Danube Route
D-Route 7: Pilgrimage Route
D-Route 8: Rhine Route
D-Route 9: Weser - Romantic Route
D-Route 10: Elbe Cycle Route
D-Route 11: Baltic Sea - Upper Bavaria
D-Route 12: Oder-Neiße Cycle Route

ドイツには320以上のサイクリングルートがある。

様々な観光サイクリング・ルート沿いのお店、カフェ、レストラン、宿泊
施設、観光スポットがDルートで結ばれ、サイクリストに幅広いサービ
スと全く新しい体験を提供している。
Dルート1から6は西から東へ、Dルート7から12は北から南へ走り、既
存の長距離サイクリング・ルートをつないでいる。

レジャー・サイクリングや旅
行の市場も大きい。
ドイツ人の4人に3人が、毎
日の通勤、スポーツ、旅行
（短距離、日帰り、長距離）
に自転車を使っている。



EuroVelo7　ルート試走　(５ー１)荷物配送サービス

サイクリングを楽しむために欠かせない

サービスを総合的に提供

• 荷物移送

• サポートカー業務

• メンテナンス、修理

• グループ送迎（旅客輸送）

Bag & Bike



EuroVelo7　ルート試走　(５ー２)荷物配送サービス

Bag & Bike

• 荷物移送

9時までにホテル指定場所に置く

当日17時までに次のホテルへ配送



Bag & Bike

ウェブサイトより
アルバム



EuroVelo7　ルート試走　(６)　実走　市内～EVの連携

プラハにはいくつかの国内ルート、緑道、EV4とEV7が通って
いる。プラハ市内のルートを使い、EVに出るために、プラハ市
内の自転車道をうまく使い、EVに誘導している。例えば、以下
のような記述で説明している。

• 南西方面（国道3号線）からEV 4を利用する場合は、ラドチンから
ベロウンカ川とヴルタヴァ左岸に沿って A1号線を進み、バランド
フスキー橋（Barrandovský bridge）でA12号線に乗り換え、ヴル
タヴァ右岸を通ってA2号線で市街地に向かう。

• 北東からのEV 4号線（および国道17号線）の場合は、ルートA26
を進み、ホルニー・ポチェルニツェ（ Horní Počernice）、チェル
ニー・モスト（Černý Most）、フロビェティン（Hloubětín）を通り、ロ
キートカ（Rokytka）川に沿ってリベニ（Libeň）に向かいます。ヴ
ルタヴァ川（Vltava）に出たら、A2に乗り換えてカルリン（Karlín）
を通り、市の中心部へ。

• 北からのEV 7（ヴルタヴァルート、国道 7号線も）は、ルートA2を
ご利用ください。

• などなど

プラハ市内からEuroVelo7に乗る

プラハ



EuroVelo7　ルート試走　(２)　実走　–１　プラハ市内～

プラハ



EuroVelo7　ルート試走　(３)　実走　–路面１　グラベル　

プラハ

チェコのルートで

ある「２」と「７」が

EV7と重なってい

る。



EuroVelo7　ルート試走　(1)　実走　–　EV vs国のルート

プラハ

国のルートから離れ、様々な景色を堪

能してもらう他、EVはわざわざ内陸に

入り、町を通し、飲食店、ミュージアム、

遺跡、お店、地元との触れ合いを創出し

ている。

（次のスライド参照）



EuroVelo7　ルート試走　(４)　実走　町を通す

プラハ

“走り抜けるだけではない ”　町のショップ、遺跡、カフェ、美術館、モニュメント

走行性のみを追求せず、地元が通ってほしい道、立ち寄ってほしい場所 にサイクリストを誘導

動物園、美術館、遺跡、テーマパーク、公園
などできるだけ立ち寄り滞在時間を延ばす
写真はレース会場

教会とその内部

町の中を通す

カフェ、正面には地元のお店



EuroVelo7　ルート試走　(13)　実走　–国境

プラハ

ドイツに入った

途端、EVの看

板が無くなり、

Dルートの看板

に



参考：EuroVeloルート評価について
欧州認証規格　The European Certification Standard (ECS) 

ECSとは? 
EuroVeloやその他のサイクリングルートの品質 を評価するために設計された包括的な方法論

•計画ツールとして– 質の高いサイクルルートを開発するための最小要件を提示

•評価ツールとして– 既存の自転車ルートの品質を評価し、改善計画を策定

•コミュニケーションツールとして– ECSの方法論に基づき、EuroVeloルートの品質を保証

ECSの利点と特異性

• 自転車による調査で、ユーザーの視点

にフォーカス。

• 調査を依頼する組織の特定のニーズ

に適応 

(標識の位置や交通量など、特定の側

面か、一般的に評価か )。

• ヨーロッパ規模で開発されたため、 ルー

トの品質を他の国 /地域などと比較しや

すい

ECSの主な目的

•すべてのルートの品質向上

• 詳細なGISデータベースによる

分析が可能

• さまざまなユーザーグループに

焦点を当て対応する柔軟性

• 意思決定者がソリューションに投

資する動機付けが可能になる

EuroVeloルートセクション

の品質ラベルの提供

• EuroVeloの認証

• プロモーションツール

• 自転車観光客にとって良い動

議付け



参考：導入効果　自転車利活用　
EuroVelo Usage Monitoring Report (2023)

季節（月）別、国別、ユーロベロ別にサイクリストの推移を調査

• 全てのルートで2019年と比較して2023年の自

転車利用が増加

• ユーロヴェロ8 - 地中海ルート（32%増）

ユーロヴェロ17 - （22%増）

ユーロヴェロ5 - （19%増）

• 多くのルートで平日利用、週末利用の両方が増

加（特にEuroVelo 17は平日の増加率が高く、

EuroVelo 10は週末の増加率が高い）

ユーロベロ8 - 地中海サイクルルートで、2019

年と比較して2023年には週末で33％

平日で32％増加する。



アジアに広がる
サイクリングルートを目指して

韓国や台湾でもサイクリングルートの整
備が進んでいます。

関釜フェリーHPから
https://www.kampuferry.co.jp/pdf/cycling_outlin
e.pdf

参考：Japan Veloからアジアへ、そしてアジアから日本へ


